
地震シミュレーション 図表の見方

シュミレーション結果
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地震
発生年度

87万円

226万円

193万円

156万円

66万円

資金不足額 （残高目標ベース）

発生後1年間

2007年

2

85万円

85万円

630万円

6

253万円

3 2009年 0万円

2008年

2010年

2011年

66万円 -302万円 -875万円

2012年

7 2013年

12万円 -310万円 -897万円

-225万円 13、39、65、91、117、190

-51万円 -51万円

-51万円

-53万円 -53万円

0万円

-299万円 -867万円

25万円

27万円

127万円

12、38、64、90、116、179

93万円

316万円6万円

280万円0万円 0万円

93万円

-143万円

0万円

-858万円

-149万円

-51万円

発生後3年間 発生後1年間 発生後3年間 発生後5年間 発生後全期間

-51万円 -51万円

-51万円 -51万円

-53万円 -53万円

発生後全期間

25万円

25万円

27万円

-290万円

156万円 6万円 6万円666万円156万円

116万円

93万円

-216万円

-146万円 -221万円

-147万円 -223万円

14、40、66、92、118、2018 2014年 252万円0万円0万円 0万円 0万円602万円 -153万円 -231万円266万円

15、41、67、93、119、2129 2015年 214万円0万円0万円 564万円 0万円 0万円260万円180万円 -313万円 -906万円-155万円 -234万円

190万円 -319万円 -924万円 16、42、68、94、120、22310 2016年 180万円0万円0万円 530万円 0万円 0万円272万円 -158万円 -239万円

183万円 -323万円 -933万円 17、43、69、95、121、23411 2017年 141万円0万円103万円 0万円491万円294万円 -160万円 -241万円0万円

191万円 -326万円 -902万円 18、44、70、96、122、24512 2018年 100万円0万円109万円 0万円451万円319万円 -161万円 -244万円0万円

212万円 -329万円 -869万円 19、45、71、97、123、25613 2019年 59万円0万円101万円 0万円411万円311万円 -163万円 -246万円0万円

236万円 -332万円 -836万円 20、46、72、98、124、26714 2020年 18万円0万円108万円 0万円370万円368万円 -165万円 -248万円18万円

228万円 -336万円 -802万円 21、47、73、99、125、27815 2021年 0万円0万円328万円129万円 0万円326万円 -166万円 -251万円0万円

283万円 -339万円 -767万円 22、48、74、100、126、28916 2022年 0万円0万円286万円152万円 0万円283万円 -168万円 -253万円0万円

241万円 -342万円 -731万円 23、49、75、101、127、30017 2023年 0万円0万円243万円142万円 0万円243万円 -170万円 -256万円0万円

197万円 -346万円 -695万円 24、50、76、102、128、31118 2024年 0万円0万円200万円197万円 0万円200万円 -171万円 -259万円0万円

156万円 -349万円 -658万円 25、51、77、103、129、32219 2025年 0万円0万円156万円107万円 0万円156万円 -173万円 -261万円0万円

112万円 -353万円 -620万円 26、52、78、104、130、33320 2026年 0万円0万円112万円69万円 0万円112万円 -175万円 -264万円0万円

67万円 -356万円 -581万円 27、53、79、105、131、34421 2027年 0万円0万円67万円67万円 0万円67万円 -176万円 -266万円0万円

0万円 -360万円 -542万円 28、54、80、106、132、35522 2028年 0万円0万円0万円0万円 0万円0万円 -178万円 -269万円0万円

29、55、81、107、133、36623 2029年 0万円0万円0万円0万円 0万円0万円 -180万円 -272万円

0万円0万円 0万円0万円

0万円0万円 -363万円 -501万円

0万円0万円 -367万円 -460万円-182万円 -274万円0万円

0万円0万円 -371万円 -418万円 31、57、83、109、135、38825 2031年 0万円0万円0万円0万円 0万円0万円 -184万円 -277万円

30、56、82、108、134、37724 2030年 0万円

-841万円226万円 10、36、62、88、114、157

発生後1年間

0万円

0万円

0万円

176万円

153万円

ページ

8、34、60、86、112、143

9、35、61、87、113、150

11、37、63、89、115、168

0万円

25万円

27万円

127万円

0万円

7、33、59、85、111、136

193万円

資金残高の残高目標

  2008年度までは30万円以上、2009年度から2011年度までは60万円以上、2012年度から2016年度までは150万円以上、2017年度から2026年度までは350万円以上、2027年度以降は600万円以上

日付：2015/7/30

資金収支変化の累計額

376万円

350万円

85万円

87万円 87万円

726万円

700万円

発生後5年間 発生後全期間

資金不足額 （残高ゼロベース）

発生後3年間 発生後5年間

シナリオ
ID

1 25万円86万円0万円

86万円

4

-296万円

将来に渡っての資金残高の

目標とする金額である残高

目標を表示しています。

残高目標に対する資金不足額を、「発生後1年間」、

「発生後3年間」、「発生後5年間」、「発生後全期間」

の4つの期間で表示しています。各期間で不足額が

大きい年度のセルの色を橙色、および、薄橙色で表

示しています。

資金不足額の「発生後1年間」、「発生後3年間」、「発生後5年間」は、短期間のうちに資金不足がどのくらいまで

膨らんでいくか、短期間のうちに必要となる追加の資金はいくらぐらいか、また、資金不足に備えるためにどれく

らの時間的な余裕があるかを把握するために使用します。

資金不足額の「発生後全期間」は、地震発生後の全期間を通して最大でどれくらいの資金不足が発生するか、

最終的に必要となる追加の資金はいくらぐらいか、また、地震保険の保険金額の目安はいくらかを把握するた

めに使用します。

資金不足額の「発生後1年間」には地震発生年度末時点での不足額、「発生後3年間」には地震発生年度から3
年間の期間における最大額、「発生後5年間」には地震発生年度から5年間の期間における最大額、「発生後全

期間」には地震発生年度からキャッシュフロー計算期間最終年度まで期間における最大額を表示しています。

資金残高ゼロに対する資金不足額を、「発生後1年
間」、「発生後3年間」、「発生後5年間」、「発生後全期

間」の4つの期間で表示しています。各期間で不足額

が大きい年度のセルの色を橙色、および、薄橙色で

表示しています。

地震発生による資金収支変化の累計額を、「発生後

1年間」、「発生後3年間」、「発生後5年間」、「発生後

全期間」の4つの期間で表示しています。各期間で収

支の悪化が大きい年度のセルの色を橙色、および、

薄橙色で表示しています。

資金収支変化の累計額の「発生後1年間」には地震

発生年度の資金収支変化額、「発生後3年間」には

地震発生年度から3年間の期間における資金収支

変化の累計額、「発生後5年間」には地震発生年度

から5年間の期間における資金収支変化の累計額、

「発生後全期間」には地震発生年度からキャッシュ

フロー計算期間最終年度まで期間における資金収

支変化の累計額を表示しています。

資金収支変化累計額の「発生後1年間」、「発生後3
年間」、「発生後5年間」は、短期間のうちに資金収

支がどのくらい悪化（または改善）するかを把握する

ために使用します。

資金不足累計額の「発生後全期間」は、地震発生後

の全期間を通して最大でどれだけ資金収支が悪化

（または改善）するかを把握するために使用します。
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地震シミュレーション 図表の見方

地震発生年度と資金不足額（残高目標ベース）

（万円）

資金不足額

資金不足額

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。
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日付：2015/7/30

発生年度

年
齢

 花子 様

 一郎 様

0

100

200

300

400

86 86 87

726
700

666
630

602
564

530
491

451
411

370
328

286

243

200

156

112

67

0

200

400

600

800

0  

発生後1年間

発生後3年間

発生後5年間

地震なし

発生後全期間

地震なし

「発生後1年間」、「発生後3年間」、「発生後5年間」の残高目標に対する資金不

足額をグラフで表示しています。

「発生後1年間」は地震発生年度末時点での資金不足額、「発生後3年間」は地

震発生年度から3年間の期間における資金不足の最大額、「発生後5年間」は

地震発生年度から5年間の期間における資金不足の最大額を表します。

短期間のうちに資金不足がどのくらいまで膨らんでいくか、短期間のうちに必要

となる追加の資金はいくらぐらいか、また、資金不足に備えるためにどれくらの

時間的な余裕があるかを把握するために使用します。

地震発生年度からキャッシュフロー計算期間最終年度まで期間における資

金不足の最大額（「発生後全期間」の残高目標に対する資金不足額）をグラ

フで表示しています。

地震発生後の全期間を通して最大でどれくらいの資金不足が発生するか、

最終的に必要となる追加の資金はいくらぐらいか、また、地震保険の保険金

額の目安はいくらかを把握するために使用します。

注） 追加で地震保険に加入した場合、その保険料の支払い分だけ資金不足

額が悪化します。従って、地震保険への加入に際しては、今回のシミュレー

ションで得られた資金不足額にその地震発生年度までの追加の保険料の支

払い分を含めた金額を、保険金額の目安として考えて下さい。

地震が発生しない段階（資金残

高キャッシュフローの段階）で残

高目標に対する資金不足があ

る場合、地震発生年度末時点で

の、地震が発生しない段階での

資金不足額を点線（「地震なし」）

で表示しています。

地震が発生しない段階（資金残

高キャッシュフローの段階）で残

高目標に対する資金不足があ

る場合、地震発生年度から

キャッシュフロー計算期間最終

年度まで期間における、地震が

発生しない段階での資金不足

の最大額を点線（「地震なし」）

で表示しています。

注） 地震が発生しない段階（資金残高キャッシュフローの段階）で資金不足が発生している場合、次の2つの部分を区別して対策を検討す

るようにして下さい。

①地震が発生しない段階で既に生じている不足分であり、地震の発生に関係なく対策（収入を増やす、支出を減らすなど）が必要な部分

②地震発生後に追加で生じる不足分であり、地震の発生に対して対策（地震保険への加入など）が必要な部分
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地震シミュレーション 図表の見方

地震発生年度と資金不足額（残高ゼロベース）

（万円）

資金不足額

資金不足額

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。
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発生年度

年
齢

 花子 様

 一郎 様

0

100

200

300

400

25 25 27

376
350

316
280

252
214

180
141

100
59

18

0

200

400

600

800

0  

発生後1年間

発生後3年間

発生後5年間

発生後全期間

「発生後1年間」、「発生後3年間」、「発生後5年間」の資金残高ゼロに対する資

金不足額をグラフで表示しています。

「発生後1年間」は地震発生年度末時点での資金不足額、「発生後3年間」は地

震発生年度から3年間の期間における資金不足の最大額、「発生後5年間」は

地震発生年度から5年間の期間における資金不足の最大額を表します。

短期間のうちに資金不足がどのくらいまで膨らんでいくか、短期間のうちに必要

となる追加の資金はいくらぐらいか、また、資金不足に備えるためにどれくらの

時間的な余裕があるかを把握するために使用します。

地震発生年度からキャッシュフロー計算期間最終年度まで期間における資

金不足の最大額（「発生後全期間」の資金残高ゼロに対する資金不足額）を

グラフで表示しています。

地震発生後の全期間を通して最大でどれくらいの資金不足が発生するか、

最終的に必要となる追加の資金はいくらぐらいか、また、地震保険の保険金

額の目安はいくらかを把握するために使用します。

注） 追加で地震保険に加入した場合、その保険料の支払い分だけ資金不

足額が悪化します。従って、地震保険への加入に際しては、今回のシミュ

レーションで得られた資金不足額にその地震発生年度までの追加の保険料

の支払い分を含めた金額を、保険金額の目安として考えて下さい。

地震が発生しない段階（資金残

高キャッシュフローの段階）で資

金残高ゼロに対する資金不足

がある場合、地震発生年度末時

点での、地震が発生しない段階

での資金不足額を点線（「地震

なし」）で表示しています。

地震が発生しない段階（資金残

高キャッシュフローの段階）で資

金残高ゼロに対する資金不足

がある場合、地震発生年度か

らキャッシュフロー計算期間最

終年度まで期間における、地震

が発生しない段階での資金不

足の最大額を点線（「地震な

し」）で表示しています。

注） 地震が発生しない段階（資金残高キャッシュフローの段階）で資金不足が発生している場合、次の2つの部分を区別して対策を検討す

るようにして下さい。

①地震が発生しない段階で既に生じている不足分であり、地震の発生に関係なく対策（収入を増やす、支出を減らすなど）が必要な部分

②地震発生後に追加で生じる不足分であり、地震の発生に対して対策（地震保険への加入など）が必要な部分
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地震シミュレーション 図表の見方

地震発生年度と資金収支変化累計額

（万円）

資金収支

変化累計額

資金収支

変化累計額

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。
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発生年度

年
齢

 花子 様

 一郎 様

-400

-300

-200

-100

0

-51 -51 -53

-841 -858 -867 -875
-897 -906 -924 -933

-902
-869

-836
-802

-767
-731

-695
-658

-620
-581

-542
-501

-460
-418

-1,000

-800

-600

-400

-200

0
0  

発生後1年間

発生後3年間

発生後5年間

発生後全期間

「発生後1年間」、「発生後3年間」、「発生後5年間」の資金収

支変化の累計額をグラフで表示しています。

「発生後1年間」には地震発生年度の資金収支変化額、「発生

後3年間」には地震発生年度から3年間の期間における資金

収支変化の累計額、「発生後5年間」には地震発生年度から5
年間の期間における資金収支変化の累計額を表します。

短期間のうちに資金収支がどのくらい悪化（または改善）する

かを把握するために使用します。

地震発生年度からキャッシュフロー計算期間最終年度まで期間に

おける資金収支変化の累計額をグラフで表示しています。

地震発生後の全期間を通して最大でどれだけ資金収支が悪化

（または改善）するかを把握するために使用します。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-1  資金残高の推移 （2010年に地震が発生した場合）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）資金残高、年齢は年度末時点を表示しています。
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日付：2015/7/30

年
齢

 太郎 様

 花子 様

年度

481 521 540 548

-116 -127
-76

-23

24 57

-1 -8
-53 -84

-131
-191

-253 -282
-376

-324 -325

-113

102

320

580

775

1,046

1,339

1,639

1,945

2,182

-1,000

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

（万円）

-1,000  

残高目標

以上

残高目標

未満

地震なし

残高目標

地震が発生した場合の将来に渡っての各年度の資金残高

の推移をグラフとして表示しています。（比較のために、地

震が発生しない場合のグラフを点線で表示しています。）

資金残高が残高目標に達しない時期やマイナスになる時

期を把握することができます。

資金残高が残高目標以上の場合は青色、残高目標に達し

ない場合は赤色、地震発生前は白抜きで表示しています。

また、棒グラフの端には、各年度の資金残高を表示してい

ます。

年度末時点における、年齢を表示しています。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-2  収入・支出・資金収支の変化額の推移 （2010年に地震が発生した場合）

収入、支出の変化額の推移 （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

太郎 様 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

花子 様 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

臨時的収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

基本生活費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

娯楽費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他支出 0 0 0 0 +54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

住居費 0 0 0 0 +89 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 0 0 0 0 0 0 0

教育費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 +143 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 0 0 0 0 0 0 0

資金収支の変化額の推移

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

資金収支の変化額 0 0 0 0 -143 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 0 0 0 0 0 0 0

累計 0 0 0 0 -143 -179 -216 -253 -290 -326 -363 -400 -437 -474 -510 -547 -584 -621 -657 -694 -731 -768 -805 -841 -841 -841 -841 -841 -841 -841 -841

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

日付：2015/7/30

年度

経過年数

年度

年度

年
齢

 太郎 様

 花子 様

収
入

支
出

-143

-37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37 -37

0 0 0 0 0 0 0

-160

-140

-120

-100

-80

-60

-40

-20

0

（万円） 資金収支の変化額の推移

-160  

収支変化

プラス

収支変化

マイナス

地震が発生した場合の将来に渡っての各年度の資金収支の変

化額の推移をグラフとして表示しています。 資金収支の変化額

がプラスおよびマイナスの時期を把握することができます。

資金収支の変化額がプラスの場合は水色、マイナスの場合は橙

色で表示しています。また、棒グラフの端には、各年度の資金収

支の変化額を表示しています。

可処分所得の変化額、臨時的収入の変化額の推移を表示しています。ま

た、これらの合計額の推移も表示しています。

基本生活費、娯楽費、その他支出、保険料、住居費、教育費の変化額の

推移を表示しています。また、これらの合計額の推移も表示しています。

資金収支の変化額の推移を表示しています。また、その累計額の推移も

表示しています。

年度末時点における、年齢を表示しています。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-3  資金収支の推移 （2010年に地震が発生した場合）

資金収支、資金残高の推移 （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

収入 (a) 412 415 418 422 451 607 612 617 622 635 620 639 644 629 631 776 621 786 631 636 641 646 652 657 662 667 673 678 683 689 694

支出 (b) -382 -380 -404 -419 -1,121 -618 -561 -564 -574 -603 -679 -645 -689 -659 -678 -836 -683 -815 -725 -584 -642 -435 -437 -439 -405 -478 -410 -395 -397 -400 -476

資金収支 (a)+(b) 30 35 14 2 -670 -11 51 53 47 32 -59 -6 -46 -31 -47 -60 -62 -29 -94 52 -1 212 215 217 257 189 263 283 286 289 218

資金残高 450 481 521 540 548 -116 -127 -76 -23 24 57 -1 -8 -53 -84 -131 -191 -253 -282 -376 -324 -325 -113 102 320 580 775 1,046 1,339 1,639 1,945 2,182

残高目標 30 30 30 60 60 60 150 150 150 150 150 350 350 350 350 350 350 350 350 350 350 600 600 600 600 600 600 600 600 600 600

資金不足額 （対残高目標） 0 0 0 0 176 187 226 173 126 93 151 358 403 434 481 541 603 632 726 674 675 713 498 280 20 0 0 0 0 0 0

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

運用利回り 0.30% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00% 1.00%

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

 花子 様

年度

年
齢

 太郎 様

日付：2015/7/30

年度

年度

経過年数

30 35
14 2

-670

-11

51 53 47 32

-59

-6
-46 -31 -47 -60 -62

-29

-94

52

-1

212 215 217
257

189

263
283 286 289

218

-800

-600

-400

-200

0

200

400

（万円） 資金収支の推移

-800  

収支

プラス

収支

マイナス

地震なし

地震が発生した場合の将来に渡っての各年度の資金収支の推

移をグラフとして表示しています。（比較のために、地震が発生

しない場合のグラフを点線で表示しています。） 資金収支のプラ

スおよびマイナスの時期を把握することができます。

資金収支がプラスの場合は水色、マイナスの場合は橙色、地震

発生前は白抜きで表示しています。また、棒グラフの端には、各

年度の収支の金額を表示しています。

「資金収支の推移」の図表は、一部を除いて「資

金残高キャッシュフロー」と同じ形式となります。

「資金残高キャッシュフロー」の図表の見方も同

時にご参照下さい。

年度末時点における、年齢を表示しています。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-4  収入・支出の推移 （2010年に地震が発生した場合）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

日付：2015/7/30

年
齢

年度

 太郎 様

 花子 様

教育費

住居費

保険料

その他支出

娯楽費

基本生活費

382 380
404

419

1,121

618

561 564 574
603

679

645

689
659

678

836

683

815

725

584

642

435 437 439

405

478

410
395 397 400

476

0

200

400

600

800

1,000

1,200

（万円）

0

臨時的収入

花子様の

可処分所得

太郎様の

可処分所得

支出 （棒グラフ）

収入 （面グラフ）

臨時的収入

（追加分）

地震が発生した場合の将来に渡っての各年度の収入、支出

の推移をグラフとして表示しています。

支出は全面の棒グラフで、収入は背面の面グラフで表示して

います。また、地震発生前は白抜きで表示しています。支出に

対して収入の少ない時期などを把握することができます。

棒グラフの上部には、各年度の支出の合計額を、支出が収入

より大きい場合は赤色で、また、収入が支出より大きい場合は

黒色で表示しています。臨時的収入は、地震が発生しない場合でも生じる部分と地

震発生後に追加で生じる部分に分けて表示しています。

年度末時点における、年齢を表示しています。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-5  継続的収入・継続的支出の推移 （2010年に地震が発生した場合）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64

32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62

注）年齢は年度末時点を表示しています。

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

日付：2015/7/30

年
齢

年度

 太郎 様

 花子 様

382 380
404

419

520
539 537 540 550

576 579
606

650

620

666

760

670

802

712

571 575

435 437 439

405 408 410
395 397 400 402

0

200

400

600

800

1,000

（万円）

0

教育費

住居費

保険料

その他支出

娯楽費

基本生活費

支出 （棒グラフ）

収入 （面グラフ）

花子様の

可処分所得

太郎様の

可処分所得

地震が発生した場合の将来に渡っての各年度の継続的収入と継続

的支出の推移をグラフとして表示しています。

継続的支出は全面の棒グラフで、継続的収入は背面の面グラフで表

示しています。また、地震発生前は白抜きで表示しています。継続的

収入に対して継続的支出の多い時期を把握することができます。

棒グラフの上部には、各年度の支出の合計額を、継続的支出が継続

的収入より大きい場合は赤色で、また、継続的収入が継続的支出よ

り大きい場合は黒色で表示しています。

この「継続的収入・継続的支出の推移」の

グラフは、キャッシュフローの条件に、地震

が発生しない場合でも生じる臨時的収入

や臨時的支出、地震発生後に追加で生じ

る臨時的収入や臨時的支出、または、住

宅購入時の自己資金が含まれる場合にの

みキャッシュフローレポートに含まれます。

注）

年度末時点における、年齢を表示しています。
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地震シミュレーション 図表の見方

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

日付：2015/7/30

補足資料 2010年度に地震が発生した場合

「収入・支出の変化額の詳細の推移」と「臨

時的収入、臨時的支出の詳細の推移」以外

の図表は、「資金残高キャッシュフロー」と同

じ形式となります。

「資金残高キャッシュフロー」の図表の見方も

同時にご参照下さい。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-6  収入・支出の変化額の詳細の推移 （2010年に地震が発生した場合）

収入の変化額の詳細の推移 （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

0年 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年

太郎 様 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

花子 様 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

太郎 様 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

花子 様 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的収入 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的収入（逓増型） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

支出の変化額の詳細の推移 （単位：万円、年齢は年度末時点を表示）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

基本生活費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

娯楽費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他支出 0 0 0 0 +54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 +54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

住居費 0 0 0 0 +89 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 0 0 0 0 0 0 0

家賃 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

住宅ローン支払 0 0 0 0 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 0 0 0 0 0 0 0

住宅諸経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

住宅購入頭金 0 0 0 0 +52 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 +143 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 +37 0 0 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

合計

増減
税

臨
時
的

継続的支出

臨
時
的

臨
時
的

継続的支出

臨
時
的

継続的支出

年度

臨時的収入

日付：2015/7/30

年度

可処分
所得

合計

経過年数

各年度の支出の変化額を分類別、さらに、

その細目別に表示しています。

各年度の収入の変化額を項目別、さらに、

その細目別に表示しています。
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地震シミュレーション 図表の見方

図表4-11  臨時的収入、臨時的支出の詳細の推移 （2010年に地震が発生した場合）

臨時的収入 （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

0 0 0 0 0 0 0 0 0 20 0 20 20 0 20 160 0 160 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 12 12 12 12 12 12 12 12 6 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 12 12 12 12 12 12 12 12 12 26 6 20 20 0 20 160 0 160 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

臨時的支出 （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

既存のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 55 0 0 0 0 60 0 0 0 0 64 0 0 0 0 67 0 0 0 0 70 0 0 0 0 74

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 12 12 12 13 13 13 13 13 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 24 24 24 24 24 27 27 27 27 27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

既存のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

既存のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

将来のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

既存のローン 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 24 79 24 24 24 27 99 39 39 39 13 76 13 13 13 13 67 0 0 0 0 70 0 0 0 0 74

臨時的収入（地震後に追加で発生） （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

臨時的支出（地震後に追加で発生） （単位：万円）

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一時的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

期間的支出 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 0 0 0 0 54 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

© Copyright 2006-2015 エスペランスLLP

日付：2015/7/30

年度

一時的収入

年度

住居費

一時的収入

期間的収入

期間的収入

年度

期間的収入（逓増型）

期間的収入（逓増型）

基本
生活費

娯楽費

その他
支出

住居費

年度

基本
生活費

娯楽費

その他
支出

臨時的収入と臨時的支出の詳細を、地震が発生しない場合でも生じる

部分と地震発生後に追加で生じる部分に分けて表示しています。

地震後に追加で発生する期間的支出には、「地震発生後に生じる期間的支出（期間指

定）」と「地震発生後に生じる期間的支出（年数指定）」を合わせた金額を表示しています。

地震後に追加で発生する期間的収入には、「地震発生後に生じる期間的収入（期間指

定）」と「地震発生後に生じる期間的収入（年数指定）」を合わせた金額を表示しています。

地震後に追加で発生する期間的収入（逓増型）には、「地震発生後に生じる期間的収入（期間指定、逓

増型）」と「地震発生後に生じる期間的収入（年数指定、逓増型）」を合わせた金額を表示しています。
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